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は
、
失
業
保
険
に
加
入
一
利
用
下
o
d
b
。

一

i
i
u
u
じ
い
に
r
i
-
-

一
;
い
限
唱
に
婚
し
一
て
で
薬
品

iz--」られる
方
々
は

J
日
い
ね
い
必
要
に
な
っ
℃
ま
一
毎
日
号
、
栂
管
区
一

ぷ'J¥

境

牛一

一

二

年

自

の

反

、m

は
で
考
え
ヱ
う

い
む
ま
し
た
1

一
失
業
保
険
事
務
総
省
は
、
会
一

今
回
失
業
保
険
法
の
一
部
俊
士
ω団
体
に
加
盟
し
て
い
る
十
四
一

正
が
お
ふ
わ
れ
、
従
業
員
五
人
一
人
以
下
の
労
仇
者
ー
を
薦
用
す
各
一

未
満
の
卒
業
主
の
た
め
に
、
事
一
事
業
主
に
代
っ
て
、
失
業
保
険
一

務
取
扱
い
を
同
州
中
茶
化
し
、
事
業
一
事
務
の
一
切
を
処
躍
す
る
こ
ど
一

主
自
身
が
失
業
保
険
事
務
に
わ
一
が
で
き
る
組
合
で
す
。
一

ず
ら
わ
さ
れ
た
い
で
、
事
業
主
一
つ
ま
り
加
入
事
業
所
よ
り
v

一

に
代
っ
て
事
務
を
代
行
す
る
宍
一
新
ら
し
く
入
っ
た
者
、
退
織
し
一

業
保
険
事
務
組
合
の
制
度
が
設
一
た
者
に
つ
い
て
そ
の
と
と
を
籾
一

け
ら
れ
ま
し
た
り
一
合
へ
文
書
ま
た
は
電
話
で
述
絡
一

現
在
、
受
媛
県
下
に
除
五
人
一
し
ま
す
と
、
組
合
で
は
所
定
の
一

未
満
の
労
幼
者
を
雇
用
し
て
い
一
手
続
を
と
っ
て
く
れ
ま
す
。
一

ろ
事
業
所
が
っ
て

0
0
0あ
一

保

険

料

安

芸

芸

事

こ

り
そ
の
う
ち
保
険
に
加
入
し
て
一
金
総
額
の
千
謹
一
一
言
一
}
一
一
一
一
盟
回
一

い
る
事
業
所
は
僅
か
一
、

O
O
一分の十六な一豆一一一一一一一一一一一一
E

E

O
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
県
下
各
一
折
半
し
て
事
悪
酔
桔
長
一

安
定
所
は
と
れ
等
多
く
の
未
加
一
業
主
と
労
幼
守
汁

J
4
1
一

入
事
業
所
に
事
務
組
合
の
制
度
一
者
が
負
担
)
一
ト
M
L
7
』

L
一

を
お
分
利
用
し
て
い
た
い
4

く
よ
一
も
事
務
組
合
「
/
什
l
込
ぺ
」
一

う
お
す
す
め
し
て
お
り
ま
す
。
一
よ
れ
J

、
毎
月
穿
家
宅
議
室

そ
の
結
果
川
県
下
で
も
す
で
に
一
集
金
に
ま
わ
巨
匠
ヒ

E
巨
量
二

八
月
三
十
一
日
現
在
、
八
組
合
一
り
ま
ず
か
ら
忘
れ
る
こ
と
な
く
一

が
設
立
さ
れ
、
小
規
模
事
業
所
一
納
付
で
年
ぜ
ま
す
。
一

の
代
行
事
務
を
け
っ
て
い
る
の
一
ぞ
の
他
保
険
金
の
給
付
を
受
一

あ
り
ま
す
。
一
け
る
場
合
の
手
続
等
一
切
を
、
一

大
洲
安
定
所
と
し
ま
し
で
も
一
事
務
組
合
で
代
行
し
て
く
れ
ま
一

会
る
六
月
一
日
新
谷
商
工
業
協
一
ず
。

E

同
組
合
に
お
奨
め
し
て
失
業
保
一
以
上
の
よ
う
な
組
合
の
内
容
一

険
事
務
組
合
を
設
立
し
、
そ
の
一
で
す
か
ち
越
旨
、
内
容
を
充
分
一

機
能
を
充
分
発
揮
し
つ
L
あ
り
一
御
理
科
の
上
、
各
事
業
主
な
ら
一

ま

す

。

一

ぴ

に

従

業

員

の

方

は

ず

L

ん
で
一

ま
た
引
き
つ
悼
み
き
大
洲
商
工
一
ご
利
用
下
さ
い
。
一

会
議
所
に
も
事
務
組
合
を
設
立
一
詳
細
な
点
、
御
不
明
な
点
に
一

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
て
お
一
つ
き
ま
し
て
は
、
安
定
所
へ
お
一

り
、
近
く
設
立
の
遼
び
と
な
っ
一
同
開
会
せ
下
さ
い
。
.

て

ま

い

り

ま

し

た

ゆ

大

洲

舵

刷

業

安

定

所
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左

全
職
員
心
b

革
新
た
に
事
業
の
拡

充
の
た
め
に
努
刀
す
る
覚
悟
で

す
。
ど

5Jセ
ゾ
」
理
解
の

5
ぇ
.

ご
支
援
を
よ
る
し
く
お
煽
い
い

た
し
ま
す
。

第
2 
次
5 
カ
年
計
画
終

8千iL

34年8足37年度未

15万

長
に
農
業
が
果
し
て
い
る
役
割

は
誠
に
重
要
な
も
の
が
あ
る
が

反
面
他
産
業
は
更
に
著
し
い
躍

進
を
続
け
農
業
と
の
不
均
衡
是

正
は
今
後
の
大
き
な
間
剛
胆
で
あ

る
ω

農
民
に
謀
也
ら
れ
た
問
題

こ
そ
、
こ
の
新
し
い
村
，
つ
く
り

酉

去
る
七
九
一
一
同
か
ら
団
体
加

入
電
話
が
で
き
て
、
地
弘
内
の

連
絡
が

5
ま
く
い
き
市
外
ど
ζ

之
で
も
通
話
が
可
能
と
な
り
、

文
化
の
光
に
浴
し
た
南
久
米
地

区
で
は
九

A
十
五
嗣
か
ら
最
も

奥
地
で
不
便
と
さ
れ
て
い
た
北

裏
部
洛
ヘ
パ
ス
の
開
通
を
み
、

地
区
民
の
喜
び
は
大
し
た
も
の

で
あ
る
。

運
動
を
も
っ
て
解
決
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す

。
国
の
特
別
助
成
事
業
を
き
っ

か
け
と
し
て
・
こ
の
運
動
が
市

内
全
域
に
強
刀
に
展
開
さ
れ
メ

持
続
さ
れ
ん
こ
と
を
望
ん
で
や

ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

大
洲
北
裏
線

パ
ス
開
通

区
同
は
夫
洲
駅
副
よ
り
局
前
、

柏
木
、
北
只
偏
路
供
養
を
え
て

野
佐
来
、
二
本
松
伊
勢
宮
稲

積
、
笹
ク
峠
.
北
裏
か
終
点
と

な
っ
て
い
る
。
十
三
粁
一
汀
程
で

あ
る
・
去
る
九
月
十
五
臼
地
元

で
今
松
代
議
土
・
宇
和
島
国
動

車
v
h
k
社
長
営
業
部
長
大
洲
支

所
長
、
市
長
、
議
長
そ
の
他
関

係
者
来
賓
多
数
を
越
え
て
ア
l

大

洲

商

工

会

館

改

造

落

成

大
洲
商
工
会
議
所
の
事
務
所

は
、
こ
の
ほ
ど
改
造
落
成
な
っ

た
本
町
二
丁
員
、
油
屋
旅
館
前

の
商
エ
会
館
に
移
転
し
た
@

こ
の
会
館
の
前
身
は
明
治
三

十
四
年
十
八
洲
商
業
銀
一
行
の
建
物

と
し
て
建
築
さ
れ
、
大
洲
銀
行

田
日
本
勧
業
銀
'
汀
出
張
防
、
大

洲
町
自
治
箸
察
署
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
た
建
物
で
あ
る
が
、

去
る
七

A
二
十
四
日
、
総
ヱ
質

九
十
四
万
五

0
0
0円
で
改
造

に
着
工
、
内
容
、
外
観
と
も
あ

三』
A 

今年も十一月三日の佳き日に、全市を挙げて第五回市内親善体

育大会を開きます。市民の誰もが明かるく、楽しい一日であり

ますよ5に振って御参加下さるよ5、皆さんの御協力をお願い
します。なお、細部については近く関係者が集って、より意義

のある運動会になるよ5協議することにしております。

よおーい・どん/

1 1月 3日は体育大
働、

。
.， 1(¥‘ 

川
島伸

プ
を
切
り
、
大
ア
ー
チ
を
始
子

、
ひ
き
つ
づ
き
開
通
の
式
典
及

祝
宴
が
催
さ
れ
た
@

も
と
も
と
乙
の
線
は
三
寸
三

年
八
月
一
日
を
も
っ
て
烏
坂
・

正
信
の
二
部
落
が
東
宇
和
郡
宇

和
町
に
分
離
合
併
し
た
際
、
学

校
が
変
り
久
保
校
へ
通
学
し
て

い
た
横
野
と
北
裏
の
両
部
落
が

南
久
米
小
学
校
へ
転
校
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
凡
そ
六
粁
の
遠
路

を
通
学
せ
ね
ば
な
ら
な
い
よ

5

に
な
り
、
地
元
市
議
会
議
員
を

始
め
市
長
今
松
代
議
士
等
の
数

回
に
お
よ
ぶ
関
係
方
面
へ
の
陳

情
会
社
へ
の
猛
運
動
に
よ
り
二

-・・・・・・・・・・・・
J巾

t~し
で
そ
の
希
望
を
副
署
し
た

も
の
で
あ
る
。
山
聞
の
奥
地
へ

一
日
朝
昼
タ
と
三
往
復
六
回
の

運
転
を
み
る
に
い
た
り
地
方
民

一
般
の
う
け
る
便
益
は
火
き
い

も
の
で
、
大
洲
駅
ま
で
四
十
分

間
で
行
け
る
よ
う
に
な
，
、
市

役
所
と
の
連
絡
も
今
後
大
へ
ん

便
利
に
な
ワ
た
。

子
供
た
ち
も
毎
日
喜
ん
で
パ
ス

通
学
を
し
て
い
る
し
、
沿
道
の

人
た
ち
も
大
喜
び
で
利
用
し
て

い
る
・

ζ

れ
で
時
間
的
に
は
距

離
が
短
縮
し
た
わ
け
で
、
今
後

産
業
経
済
文
化
の
上
に
も
た
ら

す
便
益
は
は
か
り
知
れ
な
い
・

鶏
卵
の
共
同
出
荷
を
は
じ
む

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の

雑
音
を
防
止
し
ま
し
ょ
う 新

谷

農

協

新
谷
農
協
(
組
合
長
玉
井
水
一
い
う
、
合
理
的
な
集
荷
方
法
を

澄
氏
)
で
は
新
谷
地
区
が
新
農
」
之
っ
て
い
る
@

村
建
設
の
指
定
地
区
に
え
ら
ば
}
現
在
出
荷
先
は
郡
畜
速
を
通

れ
、
農
家
の
経
営
分
析
の
結
果
一
じ
て
出
街
じ
て
い
る
が
、
近
い

ど
5
し
て
も
新
谷
で
は
畜
産
と
一
将
来
、
一
農
家
五

O
羽
養
鶏
を

果
樹
を
奨
励
す
る
以
外
に
道
は
一
単
位
と
し
て
二

O
O戸
の
農
家

な
い
と
の
結
論
に
よ
り
、
昨
年
一
で
一
万
羽
養
鶏
の
道
を
閥
く
と

よ
り
育
雛
器
を
購
入
、
共
同
育
一
関
係
者
は
張
切
っ
て
い
る
@

ら
た
に
、
発
展
す
る
大
洲
商
工
一
雛
し
て
農
家
に
配
布
し
て
い
た
一
出
荷
卵
の
代
金
は
そ
の
ま
L

会
議
肋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
九

A
一
が
、
今
年
に
入
っ
て
そ
の
数
が
一
農
協
に
貯
金
、
完
全
要
員
料

十
八
日
落
成
し
た
も
の
で
あ
る
一
約
六
、

0
0
0羽
と
な
っ
た
の
一
代
を
そ
の
貯
金
帳
よ
り
差
引
く

耐
震
耐
火
レ
ン
ガ
.
つ
く
り
の
一
で
、
今
年
よ
り
鶏
卵
の
共
同
出
一
と
い
う
支
払
い
方
法
を
と
っ
て

建
物
で
、
倉
庫
、
食
堂
を
ふ
く
一
荷
に
ふ
み
切
っ
た
@
一
い
る
の
で
、
養
鶏
が
も

5
け
る

め
る
と
七
十
坪
余
も
あ
り
、
事
一
初
出
荷
は
去
る
九
月
五
日
で
一
も
の
か
損
ず
る
も
の
か
が
.
ハ

務
室
二
部
屋
の
ほ
か
、
階
ょ
に
一
六
回
目
ご
と
に
集
卵
し
て
い
る
一
ツ
キ
リ
す
る
と
し
て
農
家
も
期

は
百
一
息
十
人
収
容
の
ホ
J
ル
を
一
が
・
集
荷
は
好
成
横
を
あ
げ
、
一
待
を
か
け
℃
い
る
。

有
す
る
な
ど
会
館
と
し
て
は
万
一
関
係
者
を
喜
ば
せ
℃
い
る
。
一
養
鶏
の
熱
心
な
析
究
家
と
、

金
で
、
こ
の
建
物
を
中
心
と
し
十
『
集
荷
前
日
に
は
有
線
放
送
で
一
農
協
の
指
導
部
の
努
力
を
中
心

て
大
洲
商
エ
業
の
発
展
が
期
待
一
養
鶏
家
に
呼
び
か
け
、
地
区
内
一
と
し
て
、
新
農
村
麹
訟
の
遜
動

さ
れ

τい
る
6

一
六
ケ
所
に
設
け
ら
れ
た
祭
殿
所
一
が
着
々
成
呆
を
あ
げ
て
い
る
一

ま
で
農
協
よ
り
取
り
に
行
く
と
↑
事
例
を
紹
介
す
る
。

が
、
ラ
ジ
J
A

や-プ

νピ
に
与
え

る
妨
審
の
規
制
酬
に
つ
き
ま
し
て

は
、
電
波
法
、
電
気
工
作
物
規

程
な
ど
に
よ
り
、
雑
音
を
発
生

す
る
機
出
備
の
使
用
者
が
防
止
措

置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
・

つ
い
℃
は
乙
の
選
耐
酬
を
減
袋

に
私
議
の
町
ぞ
村
か
ら
雑
品
固
な

一
掃
す
ゐ
た
め
に
、
皆
様
み
の

御
家
庭
℃
侠
胤
し
℃
お
ら
れ
ゐ

い
る
い
ろ
な
冠
気
弱
共
を
二
氏

点
後
レ
℃
い
た
た
さ
、
も
し
雑

音
が
で
て
い
ゐ
ζ

と
が
わ
か
り

ま
し
た

b
.
も
よ
り
の
-
フ
ジ
イ
A

広
.
篭
刀
会
往
お
よ
び
、

N
H

K
に
御
柑
散
の
よ
・
防
止
揚
b
z

取
付
け
℃
、
き
ぎ
4
い
ラ
ジ
才

、
み
や
す
い
テ
レ
ビ
が
楽
し
め

る
よ

5
に
い
た
し
ま
し
ょ

5
・

vx

×
 

×
 

私
た
ち
が
-
フ
ジ
才
や
テ
レ
ビ

を
た
の
し
ん
で
い
る
と
き
に
、

雑
音
が
入
っ
た
り
、
画
面
が
見

苦
し
く
な
っ
た
り
す
る
の
は
、

全
く
不
愈
快
な
も
の
で
す
@

こ
れ
は
一
フ
ジ
オ
や
一
ア
レ
ピ
そ

の
も
の
、
故
障
に
よ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
ラ
ジ
オ
に
入
る

雑
音
六
部
分
は
畿
光
灯
、
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
、
意
気
ゴ
タ
ッ
、
電

気
パ
リ
ノ
カ
シ
、
電
気
ド

p
ル
な

ど
の
電
気
器
具
や
、
配
電
線
か

ら
発
生
し
、
テ
レ
ビ
は
一
ロ
同
局
派

ミ
シ
シ
、
モ
ー
タ
ー
、
自
動
車

な
ど
か
ら
発
生
し
て
い
る
も
の

で
す
。な
お
最
近
、
次
第
に
増
加
し

て
い
る
雑
音
源
と
し
て
テ
レ
ビ

が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
御
覧

に
な
っ
て
お
ら
れ
る
お
宅
で
は

同
時
に
ラ
ジ
オ
を
聴
か
れ
る
こ

と
が
少
な
い
た
め
、
お
気
付
ま

に
な
ら
な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん
が
.
御
心
加
の
ア
ジ
才
r
』は

維
4

闘
が
人
つ
℃
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
d

試
人
引
に
お
，
も

ω-ア

レ
ピ
と
-
フ
グ
才
を
同
b

刊
に
ス
イ

ッ
チ
を
人
れ
て
調
べ
℃
み
℃
下

さ
い
。こ
れ
D
の
機
福
山
り
℃
ゐ
紙

音
を
一
掃
す
る
た
め
、
県
受
信
一

障
害
一
対
策
協
議
会
で
は
、
十
月
一

一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
一

の
間
を
、
「
雑
音
一
掃
運
動
」
一

月
間
と
し
て
、
強
刀
な
運
動
恋
-
一
、

展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

× 


